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研究成果の概要（和文）：　本研究は，ワーキングメモリ理論にもとづき，児童・生徒の認知的特性を把握した上で，
学習困難を抱える生徒に対して適切な学習支援・職業支援を行うことを目的とした。まず，ワーキングメモリテストバ
ッテリ「HUCRoW」の信頼性を2012年に検証した。2013年から2015年にかけて，1年生40名に対し，「HUCRoW」を実施し
，個人のプロフィールを『学習サポートブック』にまとめた。次に，授業研究を2013年から2015年にかけて行い，成果
を『ユニバーサルデザイン』にまとめた。最後，2015年度『キャリアカウンセリング』を実施し，自己の特性について
の理解と支援方略を生徒自らが創出できる場の充実を図った。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at improving quality of class and of job training for students 
of a special support education high school by focusing on working memory. Firstly, I valued the 
reliability of HUCRoW in 2012, which is one of the working memory test batteries. Secondly, I assessed 
working memory of all of the students at first grade of the school with HUCRoW in 2013-2015, and 
summarized the date in a “Support Book for Learning” individually. Thirdly, the final version of 
“Universal Design” of the school was made in 2015 after qualitative analysis of model classes by 
focusing on working memory in 2013-2015. Lastly, the students took part in “Carrier Counselling” after 
a practical training period at third grade in 2015 in order to deepen understanding themselves and to 
find their own support strategies. I propose one support model of special support education high school.
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１．研究開始当初の背景 
 ワーキングメモリは，学習を支える認知的
基盤であり，そのモデルは，Baddeley & 
Hitch (1974)により提唱された。その後，多
くのモデルが提唱されたが，Baddeley & 
Hitch (1974)のモデルを基礎とするアセスメ
ントの開発により，ワーキングメモリの発達
差や個人差に関するデータの蓄積が可能と
なり，個人のワーキングメモリの特徴に応じ
た学習支援や発達支援へと，道を開かれた。 
しかしながら，本研究以前，ワーキングメ
モリのテストバッテリが，英語版しか流通し
ていなかった現状があり，日本の学校教育や
特別支援教育の中にいる子どもたちのワー
キングメモリの特徴や，その特徴に由来する
支援のニーズについて，詳細は明らかにされ
てこなかった。 
本研究は，近年，開発された日本語版のワ
ーキングメモリアセスメントHUCRoWを用
い，児童・生徒の支援のニーズをワーキング
メモリの観点からの把握し，就労までを見通
した包括的な支援に着眼し，実践的な研究へ
と一歩足を踏み出すものであった。 

 
２．研究の目的 
本研究プロジェクトは，ワーキングメモリ
理論にもとづき，児童・生徒の認知的特性を
把握した上で，学習困難や発達障害を抱える
生徒に対して適切な学習支援・職業支援を行
うことを目的とした。 
本研究プロジェクトは，職業教育に重点を
置いた教育課程を編成し，就労による社会自
立を目指す高等部単独の特別支援学校との
協働によって実施した。 
本研究プロジェクトは，３つのユニットか
ら構成される。一つ目は，高等支援学校の生
徒一人ひとりのワーキングメモリの特性を
把握するための【 ワーキングメモリアセス
メントの実施】であった。二つ目は，ワーキ
ングメモリ理論を踏まえた『ユニバーサルデ
ザイン』を【授業改善】に活かすことであっ
た。三つ目は，実践現場での体験の振り返り
を通した【職業訓練支援】の充実であった。  
 
３．研究の方法 
以下，３つのユニットごとに，研究の方法
を記述する。 

 
【 ワーキングメモリアセスメントの実施】 
24 年度において，すでに開発済のワーキン
グメモリテストバッテリ「HUCRoW」について，
その信頼性を，Working Memory Rating Scale
の日本語版（研究の利用に限り使用許可）を
実施し，検証した。 
25 年・26 年度・27 年度において，1 学期
中，1年生徒全員（40 名）にワーキングメモ
リアセスメントを実施し，個人のワーキング
メモリの成績を明らかにするとともに，一人
ひとりのワーキングメモリの特性に応じた
学習上のアドバイスを記した『学習サポート

ブック』を作成した。 

 
図１ HUCRoW の入力画面 

 
【授業改善】 
 ワーキングメモリ理論を踏まえた『ユニバ
ーサルデザイン』を活用し，当該支援学校の
実態に即した支援方法を整理し直すことで，
生徒一人ひとりに適したユニバーサルデザ
インを新たに構築した。 
具体的には，これまでの授業実践を振り返
り当該支援学校独自のユニバーサルデザイ
ンの雛形を 25 年度に作成した。その後，「一
人一授業」といった授業研究を主な柱としな
がら，授業振り返りシートとしてのチェック
リストとそこでの自由記述によって得られ
た新たな支援方略について，ユニバーサルデ
ザインに加筆し，最終的に，当該支援学校に
最適化したユニバーサルデザインを 27 年度
に作成した。 
授業中の支援例については，授業分析を行
い，3 年間に渡り蓄積した。加えて，ワーキ
ングメモリのアセスメント後，生徒の認知的
特性に応じた学び方についての自己理解を
深めるため，『学習サポートブック』を活用
した授業研究を行った。 
 
【職業訓練支援】 
 実習での体験を踏まえた授業実践ならび
に実習での体験を，自らの認知的特性を踏ま
えて省察するといった「キャリアカウンセリ
ング」の充実を，27 年度に実施した。 
 
４．研究成果 
以下，３つのユニットごとに，研究の成果
についてまとめる。 
 
【 ワーキングメモリアセスメントの実施】 
3 年間，継続的に 1 年生全員にワーキング
メモリを測定した。 
その結果，一人ひとりワーキングメモリの
プロフィールは，発達特性に依存するのでは
なく，多様であることが明らかとなった。 
個人データとは別に，全体的な特徴として，
非常に興味深い特徴が得られた。ワーキング
メモリは，4 つの次元から構成される（言語
性ワーキングメモリ・視空間性ワーキングメ
モリ・言語的短期記憶・視空間的短期記憶）
が，そのうちの短期記憶，さらには，位置を
記憶することを主な目的とした課題におい
ては，突出して良好であることを示すデータ
が，3 年連続で確認された（データについて
は，論文として未公刊のため，ここでは掲載



しない）。このことは，生徒が，視空間的情
報のうち，位置について認識しやすいことを
意味している。そのため，当該支援学校にお
ける授業の支援素材についても，位置を意識
して提示すること，また，板書計画において
もこれらの知見が活かされることとなった。 
また，全ての生徒の成果については，『学
習サポートブック』を作成し（学習サポート
ブックのフォーマットは，以下を参照のこ
と），自己理解のための手立てとして，授業
改善においても，また，職業訓練支援におい
ても活かされた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 学習サポートブック例 

 
【授業改善】 
25 年・26 年・27 年夏季休業中に，全職員
向けに「ワーキングメモリと特別支援」に関
する研修会を実施し，ワーキングメモリ理論
についての周知を図った。 

図３ Ａ高等支援学校ユニバーサルデザ
イン例 
 
25 年度，それ以前の当該支援学校の研究成
果を振り返り，独自のユニバーサルデザイン
の雛形を作成した。その後，「一人一授業」
といった授業研究を主な柱としながら，授業
振り返りシートとしてのチェックリストと
そこでの自由記述によって得られた新たな
支援方略について，ユニバーサルデザインに

加筆し，最終的に，当該支援学校に最適化し
たユニバーサルデザインを 27 年度に作成し
た。 
また，模範となる授業については，ワーキ
ングメモリ理論の観点から授業分析を行い，
学校内で共有された。 
 
【職業訓練支援】 
 職業訓練支援については，職業選択ならび
に自己理解が主な柱となった。生徒のワーキ
ングメモリの特性を踏まえ，コース分けにお
ける傾向を明らかにした。結果，自己認知と
ワーキングメモリの実際の特性に個人によ
ってはズレがあり，そうしたズレを修正して
いくことも，適切な職業選択に繋がると考え
た。そこで，『学習サポートブック』を通し
て，自身の認知的特性に焦点化した授業を行
った。 
また，自らの認知的特性について，実際の
実習での体験をエピソードとして語ること
を通して，実際的な自己についての理解を深
めると同時に，いかなる工夫（方略）が，自
らの認知的特性に適しているのかを生徒自
身が考えていけるよう，生徒と教師が 1対１
で行う，「キャリアカウンセリング」の充実
を 27 年度に図った。また，そこでの自己理
解を深めていくための具体的手立てについ
ても，ワーキングメモリ理論を援用した。 
「キャリアカウンセリング」についても，
模範となるキャリアカウンセリングについ
て，質的分析を行い，モデルケースを提案し，
学校内で共有された。 
これらの成果を踏まえ，特別支援高等学校
の３年間にわたる支援モデルを最後に提案
した。 
 今後，本研究の内容・成果の概要について
は，研究論文ならびに一般書にて広く公表す
る予定である。研究成果の公表を通し，社会
に踏み出そうとする生徒の学習・就労支援に
携わる教育現場の少しでも貢献できるよう
今後とも努めていきたい。 
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